
株式会社アトス・インターナショナル

株式会社アトス・ブロードキャスティング

番組審議委員会 議事録

１． 日時：２０２６年７月９日(木) １５：４０～１６：１０

２． 場所：株式会社アトス・インターナショナル本社 会議室

３．出席者：

〇番組審議委員(敬称略)

番組審議委員長 齋藤 純一(株式会社インプレスホールディングス 監査役)

番組審議委員 五十嵐 弘之(日本コロムビア株式会社 取締役 CFO、株式会社ドリーミュージック

取締役)

番組審議委員 谷口 元(株式会社東京谷口総研 代表取締役社長)

番組審議委員 佐藤 毅(ゼフロユナイテッド株式会社 代表取締役社長)

番組審議委員 松山 梢(映画ライター)

番組審議委員 隈本 公伸(株式会社 DBI 代表取締役社長)

番組審議委員 田中 良典(（元）株式会社ヤマハミュージックアーティスト 代表取締役社長) (書

面参加)

番組審議委員 望月 秀城(株式会社ソニー・ミュージックエンタテインメント 経営企画グループ

シニア アドバイザー) (書面参加)

〇番組供給事業者

株式会社アトス・インターナショナル

堀口 昭典(代表取締役社長)

原田 真紀子(取締役)

井上 靖(執行役員)

株式会社アトス・ブロードキャスティング

二階堂 敬(執行役員 営業統括)

４．審議事項

① ミュージック・グラフィティ TV

<チャンネルの状況、編成内容>

過去 1 年間のミュージック・グラフィティ TV の各月の一押し番組として、2025 年 7 月に「『夏歌』3

日間、『25 番組、22 時間』大特集！」、2025 年 10 月に「柳ジョージ没後 14 年命日 特別編成」、2025 年

11 月に「文化の日 3 連休特別編成（懐かし探偵団 40 番組・32 時間）」、2025 年 12 月に「年末エモ歌フ

ェスティバル 2025」などの特別編成番組を放送。

今回は過去 1 年間の一押し番組の中からピックアップ番組として、「名曲探訪」を紹介する。



昭和の時代を彩った名曲の数々など、楽曲の構成やアレンジ、名曲誕生秘話に迫るトーク番組「名曲

探訪」。後世に残る名曲を残した作曲家、作詞家、編曲家、シンガー、演奏家のこの１曲”マスターピー

ス”について、昭和歌謡に造詣の深い俳優・音楽家の「半田健人」が深掘り。これまでゲストとして、

林哲司、曽我部恵一、萩田光雄、馬飼野俊一、売野雅勇、船山基紀、本城和治、田中清司、内沼映二、

岡沢章、水谷公生、若草恵、芳野藤丸、なぎら健壱、小田原豊が出演。2026 年 7 月のゲストはザ・タイ

ガースのギタリストとしてデビューした森本太郎。

②地方競馬ナイン

<チャンネルの状況、編成内容>

地方競馬の実況中継を 365 日生放送で行っているチャンネル。レース実況中継、レースダイジェスト番

組、レース展望番組を昨年から引き続き放送。今回は過去 1 年間のピックアップ番組として、「ホッカイド

ウ競馬 2 歳戦レビュー 2025」を紹介する。

ホッカイドウ競馬は全国の有数の馬産地である北海道の日高地区にある門別競馬場で開催。実際多くの

競走馬がこの門別競馬場からデビューしていき、成績優秀な競走馬は JRA に行ったり、また各地の競走場

へと巣立っていく。こうした背景からホッカイドウ競馬の 2 歳戦というのは熱心な競馬ファンの注目を浴

びている。この番組「ホッカイドウ競馬 2 歳馬戦レビュー」は、元々ホッカイドウ競馬の方で放送してい

た番組「2 歳馬ダイジェスト」を、単純な時系列の並びではなく、レースの種別ごとに再編成し、そこに

地方競馬では定評のある評論家の古谷剛彦氏の解説を入れて放送。昨年度から放送を開始し、かつてこう

いった番組はなかったということから、地方競馬の関係者からも好評価を得た。安全な運行・放送を主眼

にしながら、こうした番組も制作して、単なる実況中継放送だけではない、競馬番組として付加価値を付

けてくということを念頭において年間編成を行っている。

③寄席チャンネル

<チャンネルの編成方針、概況>

伝統的に続けられてきた寄席演芸と共に、今の時流に即した新しい演芸への取り組みの両輪で進めてゆ

く方針を継続。

2026 年はケーブルテレビ導入局が増加、また配信では Amazon Prime ビデオチャンネルでの利用者も増

加と、好評が続いている。

（編成番組紹介）

①キャリア・人気ともに誰もが認める大御所の高座

年に 1～2 回のペースで、特別な意味を持つ会をねらい、本数を絞り込み。

・落語：柳家さん喬、柳家喬太郎、柳家権太楼、柳家花緑、五街道雲助

・講談：神田松鯉、浪曲：京山幸枝若

②ファンが継続的に足を運ぶリピーターに人気の会

・落語：古今亭志ん輔、三遊亭兼好、古今亭菊之丞

・コント赤信号・小宮孝康「役者の落語会」、古典・新作落語共演の会「３肥良乱ショー」、

若手演者が幕間芝居を復刻した「鹿芝居の会」

③旬の話題性のある公演



・恒例の「忠臣蔵」がテーマの会、怪談の会など。

・桂雀々追悼公演出演:柳家さん喬柳家権太楼林家たい平三遊亭わん丈

④その他

・俳優・風間杜夫の落語会

・劇団バルスキッチン×錦笑亭満堂『ウチの師匠がつまらない』

出演：渡辺裕太、佐藤正宏(劇団 WAHAHA 本舗)、錦笑亭満堂ほか

トーク出演：三遊亭好楽、りんごちゃん

・モロ師岡の『おモロ噺』コメディアンとして、サラリーマン落語を含む独演会を開催。

・東京ボーイズ・仲八郎独演会『ナカハチ・トーク』

・講談で楽しむ北斎百話～北斎とゴッホ

・女三味線弾き「ねのいろ」ライブ『ねのいろ音絵巻江戸商人夢噺～蔦重と紀文』

女性講談師・一龍斎貞弥と共演

・N's Factory Music Stage(落語＆音楽の会) 渋谷・La.mama にて落語とオリジナル楽曲を披露。

以上




